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研究概要
1 . a汐 加 occ w n c4or m o n sの ス ト レ ス応答
c nega'7 M n ∫の スト レ ス応答を細胞周期の制御という観点
から調 べ た15℃ から30℃ へ の増募温度上昇によりD N A
合成開始が - 時的に遅れたが , 同様 の ことは5血 お 叩
地 や d 批 血あ 伽 で も 超 こ る. C n egar'7 m Sに 特
異的な現象と して 田芽開始はさ らに遅れた . 培地 のpH
を6から4 ヘ 低下させ て も同様の 変化がある こ とが分
か っ た 一 般 に C. n eg5ron w zsで は ス ト レ ス に対 して多く
の酵母種で静め られ る 反応で あるD N A合成開始抑制に
加え, 出芽開始はさらに 一 層抑制されることが分か っ た
(竹尾漠治).
2
.
Cw tococcu s 2Ze Ofor m a nsの 細 胞周期 制御遺伝 子 の ク
ロ ー ニ ン グとその性質
真核生物にお い て高度に保存されて い る細胞周期制御
機構の 中心因子で ある C D C 2 5/cdc2(サ イク .) ン依存性
キナ - ゼ 1) に つ い て , a n cofo r m G n ∫の ホ モ ロ グ Cn C戚J
の 全長を ク ロ ー ニ ン グ し た. そ の も の をsoECbw o myces
ce71eyisiGeの c 女`2 8 の温度感受性株に加えて , そ の 機能を
相補す る こ とを確認 し た, ま たサイ グ リ ン遺伝子Cn
c L N 2の全長を単催し, S. ce revis'
'
a eの GICyClin を欠損して
い る ミ ュ ー タ ン トに ス タ ー トを起こさせ る相補能を確認
した . こ れらに つ い て S, w m血,
:
o cの もの との , 性質の 共
通点と差異を明らかに した (竹尾漠治).
3, Cr汐bcoccus 〝e ojbr m a n sの 紡錘極体と細胞周期に関す
る電子顕微鏡的研究
c. n e4or m G nSは 医学 的 に重要 な担子菌酵 母で あり.
本菌 の 細胞周期制御機梼 は子の う菌酵母SG[EbL2 rO myeS
ecrl nisineと は異なる ことが わか っ て い る. 紡錘橿体は真
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蘭の核分裂にお い て重要な盈剖を果たす細胞小辞官であ
る. 本年は. 細胞周期における紡錘極体の動態を明らか
にするため に, . 凍結置換法と連続超薄切片法を用 い て ,
指数増殖期の細胞の電顕観察を行な っ た .
紡錘極体は, 間期 にお い て は核膜の外側に局在し. ダ
ン ベ ル状または棒状を皇する . 核分裂初期に, 紡錘橿体
は膨潤し. 多くの細胞質微小管と会合を始める . 中期 に
は , 核は母細胞から娘細胞 に移動する . こ の 時軌こ紡錘
棲体は円塊状を呈し. 多くの 模倣小菅と会合し, 紡錘体
穣に位置する , こ の時構膜の 一 部 は消失する . 後期に核
は娘細胞と母細胞に分かれる. 終期 の終わりには紡錘極
体は核膜の外側に位置し. 球状を呈する . 間期の 紡鐘庵
体の ほとん どが ｢ダブ ル+ の状態で存在する ことから,
紡錘頼体の 複製は細胞分裂のすぐ後におこると推定され
る (山口正視).
4 . Cwzococcus ne ojbr m a nsの シ グナ)I,伝達系に関する分
子生物学助研究
病原性酵母 Cw 如 ocEbLS n e Oj5rmLm Sの ゲ ノ ム配列は栄国
を中心とした グ)I, - プに よる解読が進み , 本菌 の遺伝子
数は約10,000個で あると堆定された . こ のうち , 多くの
凍伝子は本掛こ独特なもの で ある可能性が高く, これら
の 遺伝子 ･ コ ー ドされるタ ン パ ク賀が本菌特異的な抗異
音作用物質のタ ー ゲ ッ トとなり得る ことが期待される .
こ れまで本菌を用いた研究から, およそ1 00遺伝子の機
能が解析されて い るが, 依然として機能解析による遺伝
子情報は不十分である . 一 九 変異株等を用いた研究結
果から, 本菌 の シグナ)i,伝達系が病原性に深く関与して
い ると考えられて い る . そ こ で , こ れら の遺伝子に つ い
て遺伝子破壊 ･ 過剰発現を行 い , 形態分化 ･ 病原性との
関連を中心に解析する ことを計画した. 本年度は, とく
に遺伝子操作に有用な栄養要求性薗株を作出し, これを
用 い て M A P kinaie関連遺伝子 C W C K I の遺伝子破壊 に
よる機能解析を行 っ た (清水公徳).
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59回学術講演会, 電子顕微鏡 38(増刊1号), p.243,
6月
,
札幌, 200 3.
3) 清水公取 Dri vinyaA, S 姐agyiZ, Sipic 2kiM , 竹尾浜
敵 crn血cocE W n COjbr m G nSにお けるFo rk He ad ProteirL
を コ ー ドす る 遺伝子の 構造解析 . 関東医異常懇許
会, 抄録集p.10, 6月, 未見 2003.
4) 大 桶 美 佐 子, 竹 尾 喪 治‥病 原性 酵 母Cr'n 肋 EC uS
n e ofw m A n Sの 溶存酸素抑制法による同調培養. 第24
回関東医貴簡懇話会, 抄録集p. 9, 東京, 2003.
5) 山口正視 , 竹尾演軌 凍結置換法と連続超薄切片法
による q汐加 ocEu S n COfoT7n a ”Sの 紡錘極体の 電子顕微
鏡観察. 第 47回日本医真南学会総 軌 其菌誌 44
(増刊1号):86, 200 3.
6) 大塊 陽, 佐野文子 , 遠藤成軌 横山排軌 鎗田響
子, 亀井克彦, 山口正視, 西村和子: ヒト肺感染症
より分離きれたOEhroco nisgql)opo ℡qに つ い て . 第 47
回日本医其蘭学会給金, 兵衛添 44(増刊1号):90,
2 00 3.
7) Drivinya A, Shi mim K, ¶止e oK: Constru ctio n ofa
c o mplete U R A 5 deletio n strain ofa hu .n arkPathoge nlC
ye ast OT#iw occ 那 n e Ofw m d nS･ 第 47回日本医兵衛学会
給金, 其菌箆 44(増刊1号):106, 2003.
8) 清水 公 取 Antr aDrivirlya, 竹 尾 湊 治: owlw occ〟∫
n c ojar m G n SC丘BC Kl遭伝子の解析 . 第 47回日本医真
南学会稔会 , 其蘭泰 44(増刊 1号):106, 2003.
9) 畑 邦彦, 大桶美佐子 , 竹尾浜軌 曽根晃 一 : カ シ
ノナ ガキクイム シ坑道より分離された 二 塑性其菌
RDdo e[cGg - Civ o ruの 寒天培地および液体培地におけ
る培養形態 . 林学会九州支部会,203.
10)伊藤恵美子 , 高井章 , 原田健 一 : 淡水産ラ ン藻が産
生する肝臓毒, nicr o cystin の 毒性発現. 第 50固毒
素シ ン ポジ ウ ム , 2003.
国際交流
l. 共同研究
1) 竹尾湊治:分裂酵母の 遺伝学的, 細胞生物学的研
究(ハ ン ガリ ー ･ 日 本政府間科学技術プ ロ ジ ェ ク
ト), M atthiasSipic%kl 教授 , ハ ン ガ1)
- 共和国デ ブ
レ ツ ェ ン 大学微生物学教皇 .
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2) 竹尾漠 軌 Cり少加 クCC W n eOfo r m a n sの 分子細胞 生物学
的研究 (チ ェ コ ･ 日本政府間科学技術プ ロ ジ ェ ク
ト), Ⅵadishv Ra cla v晦 チ ェ コ 共和国パ ラ ツ キ
ー 大
学医学*.
3) 竹尾湊拾: a汐 細 [cu s n eQor2ZuZn ∫の 細胞生物学的研
究JtJdit Eu c se ra準敦 軌 ハ ン ガリ ー 共和国セ ゲド
大学棟生物学教室,
4) 山口正 視: 石油分解放線菌の 微細形 態学的研 究,
GyorgyVa rgha準教授 , Ge orge Bar aba s教授 , PerIYige
An dr as準教授 , ハ ン ガリ ー 共和国デプレ ツ ェ ン大学
医学軌
5) 山口正視 :兵曹の細胞骨格に関する細胞生物学的研
究, Marie Kope ch 準敦軌 チ ェ コ 共和国 マ サ 1) ク
大学医学部.
2 . 海外渡航
1) 大橋美佐子: ア メ リカ合衆国南カ ル フ ォ ル ニ ア 大
学,.菌株保存事業のため の 菌株取得及び研究討翰の
ため
, 科学技術振興調整費, 2月 6 日- 2月12日.
2) 竹尾藻冶: ハ ン ガリ ー 共和国ブ ダ ペ ス ト, 国際シ ン
ポジウ ム 発表, 渡航安 , 私費 ;滞在費, ハ ン ガリ ー
政敵 8月27 Eト 8月29日.
3)竹尾漠治: ハ ン ガ1) - 共和国デプ レ ツ ェ ン大学, ハ
ン ガ 1) 一 一 日本政府間科学技術プ ロ ジ ェ クト推進,
波枕費, 私費 ; 滞在費, ハ ン ガ リ ー 政府, 8月29
日 - 9月5 日.
4)Eric V. Virttld虹 0: ハ ン ガ l) - 共和国デブ レ ツ ェ ン大
学, 菌株保有事業の ため の菌株取得及び共同研究の
ため
, 科学技術振興調整費, 11月23日
- 12月1日 .
学会等活動 (主催学会. 産昆 コ ン ビ - ナ - など)
1)竹尾漠治= 座長, 第 47回日本医真蘭学会給金 2 00 3
年10月16- 17 日. 東京.
2) 国際シ ン ポジ ウ ム :Fr o ntie rStudies a nd lnte rll atio nal
Netw orking of Gen etic Re sou r c e sin Pathoge zLic
MICrO Organism s,21
-22 No v2003
,
Tobq)･
組廠要点 :竹尾湊治
美行垂貞:山口正視, 伊藤恵美子, 清水公徳
3) 山口正視: 第16回国際顕徴鋲学会諌 (2006年9月
3 - 8 日, 札幌) 組織委貞.
教育活動
学位
1)So ndipKll m arBis w a s;大学院医学研究科修了ならびに
医学博士取得(3月). Qp ntitatlV ethre e-dizrlen Sio n al
stru ctur ala n alysis ofEx申biGlq dq m aEitidz
l
sye ast c ens by
free2.e -Stlbstittldo n a nd8 erialtltr&thin 6e Ctioning(竹尾
漠治 , 山口正視).
2) 岸田恵理子:大学院自然科学研究科修了ならびに農
学修士取得, 病原酵母 C7M 加 occu sn cofo r m a nlの カ ブ
セ )t'と細胞生理機掛こ関する研究 (竹尾湊拍).
授業
竹尾藻治: 千葉大学大学院医学研究科 (其菌細胞生物
学, 超徴形態学), 千葉大学大学院自然科学研究科後
期課聴 (生命機構学 , 敵胞制御科学, 微細形態解析
学), 医学部4 年次医学生命科学特静 ･ 研究.
山口正視 : 千葉大学大学院医学研究科 (鼻音細胞生物
学, 超徹形態学), 千葉大学大学院自然科学研究科後
節課程 (生命機構学 , 高次生体制御学, 形態応答学),
医学部4年次医学生命科学時論 ･ 研究.
医学部4年次基礎配 属 (2003. 4. 7 - 2003. 6 . 16),
1名
社会活動
欝洪など (一 般視聴者対象)
1) 山口正視= 真菌の世界, 第27回千葉ふすま会 , グ
リ ー ン タ ワ ー パ レ ス千乗, 千葉 , 2月15 日.
競争的茸金
科学研究費
1) 清水公徳 (代表):平成 15年度文部科学省科学研究
費補助金 (若手研究B), 病原其菌ク リプト コ ッ ク
ス の シ グナ ル伝達系に関するゲノ ム科学および分子
遺伝学的研究, 280万円.
2) 大橋美佐子(代表):平成15年産科学研究費補助金
(奨励研究), Cl汐 加 occ u s wjbr m G n ∫の カ プセ ル サイズ
と低pH応答 , 23万円.
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